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わが国の高齢化率(65歳 以上の人口比)は 、1970年 に7%に 達 し、94年 には14%を 越 して、

99年 では16.7%と なっている。これは、諸外国とくらべて最速であることは、よく知 られたこと

である。ここに至ってわれわれは、もはや高齢化の進行を 「老人問題」 とい う特殊な社会現象と

して論 じる時代から、現代社会のなかで一つの常態として冷静に受けとめる新 しい時代へ、 と移

りかわってきている点を認識する必要があると言えるであろう。

またほぼ同時期に、高齢者の家族形態も大きく変化 してきている。近年の傾向として、祖父母、

親、孫が一緒に暮らす三世代同居世帯の割合が急減しているのに対 して、夫婦暮らし世帯やひと

り暮らし世帯の割合の急増が生 じている。つまり、高齢者と家族のライフスタイルは多様化 して

いるのである。この要因は、1960・70年 代には仕事を求めて大都市に移住 した子が高齢の親を郡

部に取 り残したことによるものと言われてきたが、現在では、各種の意識調査の結果などをみる

と、むしろ高齢者みずからによって子家族 と離れて暮 らすライフスタイルが選択されているばあ

いも多 くなっていると考えられる。

こうした高齢化ならびに高齢者の家族形態の変化に対 しては、一人の高齢者を何人の若 ・中年

者が支えることになるかといった図式を示 した り、将来の年金や介護費用などの増大が明らかに

された りして、おもに悲観論的な論調が目立 っている。 もちろん筆者も、国家財政への圧迫、国

民負担の増大などが予測されてお り、軽視できる問題 とは決 して考えているわけではない。 しか

しながら、都市化や産業化の進行 した社会においては、ほとんど例外な く高齢化が生 じてお り、

否定的にばか りとらえていては、未来への展望は開けないと思われるのである。いま必要なこと

は、過度な危機感をあおるより、冷静な眼で前向きに高齢社会をとらえなおしていくことであ り、

そ して高齢者の視点に立って家族 ・親族関係を再考 してみることである。

かつて人生50年 ・60年と言われていた時代には、末子が成年に達するまでに親が亡 くなること

は決 してまれなことではなかった。平均寿命の急速な伸長によって人生80年 時代をむかえると、

高齢の親あるいは高齢夫婦 として暮らす期間は大幅に延長されて くることになる。高齢期の家族

との暮らしが長期化 したことに よって、その内容自体も変化しているが、子や孫などとの関係に

関 して模範となるようなモデルはまだ定まったものはな く、手探 りの状態である。現代の高齢者

世代にとって、自分たちの祖父母や親の暮らし方は、あまり参考にならなくなっている。われわ
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れは、高齢期において子や孫との関係をどのようにつ くりなおせばよいのかという問題に悩むこ

とになるわけである。

言いかえれば、高齢者自身が主体的に選択できる、選択 しなければならない新 しい家族生活の

時代となってきたのである。ここで必要なのは、成人子による老親に対する一方的な扶養といっ

た 「家族のなかに含まれた高齢者」ではなく、「個 としての高齢者による家族の再構築」とい う視

点から考えていくことが不可欠となると思われる。この 「個 としての高齢者に よる家族の再構

築」 とは、高齢者の立場から家族関係を とらえなおすことであ り、筆者はそ うした再構築させた

家族を 「高齢期家族」 と呼んでいる。(詳 しくは、拙書 『高齢期家族の社会学』世界思想社、

1999年 を参照)

家族 ・親族関係の主体的な選択あるいは再構成にとって重要な課題が、コミュニケーションの

あ り方である。現代の主流をしめるサラリーマン家庭は、生産活動から離れて消費 のみの場に

なってお り、集団としての共同性が薄れるなかで、個人化が進行 している。個人間の関係は家族

においても、コミュニケーションによって維持される側面が強 く、高齢期の家族生活の選択そし

て再構成には、こうしたことが重要となる。 こうした高齢期の家族 ・親族関係の再構築に関する

研究において、コミュニケーション論の視点が重要であることは、すでに拙稿(「高齢期の家族関

係」中川淳編 『家族論を学ぶ人のために』世界思想社、1999年 、192－204頁)で 強調したところで

ある。

本稿は、これからの高齢社会においてもとめられる家族 ・親族 コミュニケーション研究をおこ

な うための序報として位置づけられ、愛知県春日井市にある高蔵寺ニュータウンの高齢夫婦への

面接調査の結果、ならびにそこから得られた知見を整理 して、今後の研究課題をみいだしている。

2調 査地の概況と集団面接調査の結果

(1)高 蔵寺ニュータウンの概況

本報告では、愛知県春 日井市にある高蔵寺ニュータウンの高齢夫婦への面接調査を通 じて、と

くに夫婦関係のあ り方ならびに家族 ・親族関係のあり方にとって必要とされるコミュニケーショ

ン能力を考えていくための基礎作業をおこなっている。

千里ニュータウンをは じめとする全国の大都市周辺の大規模なニュータウンは、すでに初入居

から30年ないし40年ほどを経てお り、急速な高齢化の進行にともなって、いわゆる 「オール ドタ

ウン化」 してきていると言われる。若中年期にニュータウンの新住民として核家族(夫 婦のみ、

夫婦 と未婚子など)で 初期に居住 した人びとは、すでに定年退職前後ならびに子育て後の空巣期

といった中高年期をむかえている。居住後に地域社会 と共に、子家族 との関係が新 しく形成され

てきたのである。地域の変遷につれて、入居者とその家族は年を重ねており、地域住民がそろっ

て高齢期を迎えることになる。

最近になってニュータウンが注目を集めているが、都市郊外における若中年層の住民のかかえ

る家族病理的な現象を取 りあげている研究が多 く、高齢者層に対する研究はまだ少数にとどまっ
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ている状態にある。 しか しながら、ニュータウンの高齢者が再構築する家族は、まさにモデルな

き高齢期家族のパイオニア的存在であ り、そこから学ぶものは大きいと考える。

さきに述べたような研究 目的からみて、「個としての高齢者」 として家族 コ ミュニケーシ ョン

をどのようにおこないながら、モデルなき高齢期の家族 ・親族の再構築 していくかを探るために

は、ニュータウンはきわめて適切でもっとも興味深いフィール ドであると言える。今後の団塊の

世代のつ くる高齢期家族や高齢社会全体を考えるうえでも、ニュータウンをフィール ドにするこ

とは重要な意味をもっているのである。ここでは、名古屋市郊外の愛知県春 日井市にある高蔵寺

ニュータウンを調査地 としている。

1960年代半ばごろより、都市化による大都市への人 口集中から、全国で相次いで大都市周辺に

大規模な住宅地がベッド タウンとして建設された。JR名 古屋駅から普通電車で20分 ほどの とこ

ろにある高蔵寺ニュータウンも、そのなかのひとつである。東京の多摩ニュータウンに先駆けて、

大阪の千里ニュータウンとほぼ同時期である60年に、名古屋市郊外の春 日井市で高蔵寺ニュータ

ウン計画が住宅 ・都市整備公団(旧 日本住宅公団)に よってスター トした。事業年度は、65年 度

から81年度である。住民の実際の入居は、68(昭 和43)年 から始まっており、98(平 成10)年 に、

入居開始から30年をむかえている。ニュータウン内部は、藤山台、岩成台、高森台、中央台、高

座台、石尾台、押沢台に分かれている。また、ニュータウン内の主幹線道路によって3つ のゾー

ンに分割 して、中央にシンボルである 「センター」部分をつ くっている。そこには、76年 にオー

プンしたショッピングセンター 「サンマルシェ」がある。現在、住宅地は約56%を しめてお り、

集合住宅を中心にした高密度 ゾーンと中密度 ゾーン、一戸建てを中心にした低密度ゾーン を組み

合わせ、変化 と秩序のある町並みを形成 している。

1998年2月1日 現在、総面積は約702ha、 人口は50,881人(男 性25,009人 ・女25 ,872人)、 世帯数

は18,161世 帯 となっており、表1の ように、高齢化率は、90年 の4 .7%か ら95年の7.1%へ と、 と

りわけ90年 代に入ってから急増傾向にあり、高蔵寺も全国のニュータウンと同 じく、オール ドタ

ウン化の道へと歩んでいることを明確に示している。

表1人 口と高齢化率の推移

1980年

1985年

1990年

1995年

春

総 数

244,199人

256,990人

266,599人

277,589人

日 井 市

高 齢 化 率(総 数)

5.3%(12,952人)

6.5%(16,675人)

8.0%(21,211人)

9.9%(27,461人)

高 蔵 寺 ニ ュー タ ウ ン

総 数 高齢化率(総 数)

50,440人4.7%(2,364人)

51,312人7.1%(3,622人)

資料出所:「 国勢調査」、「春日井市統計書」、「あいちの町丁目 ・字別人口」

(2)集 団面接調査の結果

1998年3月 に、高蔵寺ニュータウンの8人(女 性1名 、男性7名)の 中高年居住者に対す る集
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団インタビュー形式の座談会を開いた。入居からいままでの暮らしぶ りについて、家族 ・親族関

係を中心にたずねている。単純に一般化するわけにはいかないが、つぎのようない くつかの知見

が明らかになり、高齢期の家族 コミュニケーション能力の研究にとって仮説 とな り得る可能性の

あるものである。

① 子がおらず夫婦だけで暮 らしているばあいには、積極的に地域とのかかわ りをもっている

こと。

② 共働 きの娘夫婦 との同居のばあいには、幼いときに孫育てにかかわると、生活時間のズ レ

もあって、孫は成長 してからも父親 よりも祖父のほうと頻繁に交流すること。

③ しかし孫との生活は、成長するにつれて食事やテレビ番組の違いなどというように、世代

間のコミュニケーション ・ギャップが大きいことを強く意識 させられるものであること。

④ ニュータウンでも当初は、いわゆる 「べ った り同居」 といった生活の共同型が多 くみ られ

たが、現在では生活を完全分離 した二世帯住宅がほとんどであること。

⑤ 親の住むニュータウンの一戸建てを改築 して、名古屋市などから子家族が同居のために移

り住んでくるばあいが多いこと。全体的には高齢化は進行 しているが、 これが地域によって

は高齢化率を鈍化させるひとつの要因になっていること。

⑥ 高齢 の親をニュータウンに呼びよせて同居 したばあい、新 しい居住者に対 して地域が比較

的柔軟であるために、孤独にならずに適用 しやすいこと。

⑦ ニュータウンにおいても、地域に閉鎖的になる夫婦暮 らしや一人暮 らしの高齢者が多 くみ

られ、そうした高齢者の場合には家族や親族 との交流も少ないこと。

⑧ 一 口にニュータウンと言っても、地域でそれぞれに個性があり、近隣 とのつきあいだけで

なく、家族や親族とのつきあいにも影響をあたえている可能性のあること。

3個 別面接調査の結果と知見の整理

(1)ニ ュータウンの高齢夫婦

高蔵寺ニュータウンに居住する高齢夫婦に対 して個別面接調査を実施 している。 これは、個人

の生活史(と くにニュータウン居住後)の なかに位置づけなが ら、現在 の家族 ・親族 コ ミュニ

ケーシ ョン状況を明らかにするためである。つまり、高齢者の家族 ・親族 ・地域ネットワークが

人生のなかでどのように形成されてきたのか、とくに中年期から高齢期にかけて夫婦関係がどの

ように変化 し再構築されていったのか、などといった問題設定をしている。具体的には、おもに

つぎのような質問項 目を設けることにした。

*調 査対象者の生活史全般について。とくに高蔵寺ニュータウンへの入居の前後の状況、こ

れまでの生活状況について。

*生 活史における配偶者、息子 ・娘、孫、男 ・女きょうだい、甥 ・姪、実親 ・義理の親、そ

の他の親戚 との現在までのつきあい(コ ミュニケーション)の 状況について。 また、地域活

動や社会活動のなかで、それらが変化してきたかどうかについて。
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以下では、3組 の高齢夫婦に対する個別面接調査の結果を報告 している。なお、年齢な どは

2000年10月 現在のものである。

(Ａさん夫婦:夫 婦のみの暮らし、夫76歳 ・妻71歳)

夫婦のプロフィール:夫 は1924(大 正13)年 に長野県で、妻は29(昭 和4)年 に中国大陸で、

それぞれ生まれている。夫のほうは、官庁勤めを経て、運送会社に勤めなおしてから10年前に定

年退職で辞めている。妻のほ うは、朝鮮半島を経て、41年 に愛知県にもどってきている。68年 に

結婚に名古屋で結婚 し、高蔵寺ニュータウンのなかでも初期に建設された藤山台の集合住宅に、

69年9月 から現在まで住んでいる。子どもはな く、夫婦ふた り暮らしである。

入居当初と現在の地域の状況:入 居した当時の周 りの様子について妻は、「広かったです よね。

もうとにか くバス停を降 り立った時にも、本当に何て言 うんですか。言葉で言 うと、時期から言

うと、晩秋の荒野ってい うみたいな。赤土の造成地になってましてね」 と述べている。もよりの

バス停は、JR高 蔵寺駅からの終点となっていたのである。松坂屋ス トアが1軒 あったが、品物

が悪く品数も多 くなかった。そのために、同じ集合住宅などの地域で暮らす人びとが1970年 に自

治会をつくり、その役員が魚や野菜を産地で買い出しをして青空市場で売 り、牛乳も自治会の女

性部の役員が各戸に配ったりしていたとのことである。電話も、お金を出し合って集合住宅の10

軒に1つ 設置 した り、中日新聞の取次店が中継所になってくれたこともあった。当時の入居者た

ちは、ほとんどが30歳代や40歳 代であり、自分たちで生活をつ くってい くとい う活力があった。

しか しながら、店が増えて、生活が便利になるにつれて、近所づきあいも少なくなってきている。

現在では、高蔵寺ニュータウンのなかでもコミュニティ活動が不活発な地域である。

地域活動や社会活動:い っぽ う老人会は、1972年 にもっとも早 く創設 された地域でもある。小

学校の初代の校長が中心になって 「みどり会」 とい う老人会をつくったのが、始まりである。 自

治会で支援するために、夫が55歳 になったときに夫婦で参加している。妻が茶道の師範をしてい

たこともあり、そのころから現在まで老人会にはお茶をたてた り教えた りしてきた。妻は、華道

の師範でもあるので、自宅ならびに東部市民センター(市 の公民館)な どで30年間ほ ど教え続け

ている。それについて妻は、「3年前からは、ニュータウン全体の老人会の女性部に呼びかけて、

あちらこちらから希望す る人が集まって、東部市民センターで月1回 老人会女性部の生け花 って

いう、それはボランティアでやっているんですけどね。初めは続 くかな と思ったら、けっこう皆

さん楽 しみで、『あなたも若返 ったね、あなたも若返 ったね』って言 うぐらい、ほんとうに来られ

たころよりみなさん …」 、「25人で始めて、いまでも25人を保っているんですね。お花をい じ

ることだけではなくて、やっぱ り女性だもんですか ら、ちょっと1枚 着替えてとか、あの方 とか

この方の服装を見て刺激を受けると、初めのころよりみんな、服装でも派手になって くるんです

ね。ああ、あの方、私 と同じぐらいの年なのに、素敵な格好 しておかしくないわ、 じゃあちょっ

ともう少 し派手にしてもいいか しらとか思 うようです」、さらに 「家族のなかでは、おばあち ゃ
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ん、おばあちゃんって呼ばれても、外に行けば、何々さん、で済むもんね。自分よりずっと若い

人よりも、同世代で刺激しあ うほ うが、より効果的であるように思えます。少しだけしか離れて

いない人の服装をみると、私だってとなるでしょう」 と述べている。また夫は、老人会について

つぎのように述べている。「老人会に入る人で、男性は少ない。いままでの経歴、いろいろ残 って

いますからね。それから離れ られない。そうなんです。一緒の趣味の講座などだと集まれるけれ

ども、老人会だとカッコつけて行かない。それでも、比較的、個人住宅の男性のほうが集合住宅

に比べて、男性同士の近所づ きあいもあって出てきますね」。

地域における家族の状況:妻 は、民生委員を25年 間、続けているので、集合住宅などにおける

家族状況を よく把握 しているとして、つぎのように述べている。「男性では、ひ とり暮 らしは少な

いですね。まあ圧倒的にひとり暮 らしは女性のほうが多いわね。民生委員を25年 間やっているも

んですか ら、ここのニュータウンのいろんな人たちの変化も移 り変わ りもすご くよくわか りま

す」。「入居か ら当分の間はね、なんにも問題のない、民生委員のお役 しててもなんにも問題のな

い、事の起きないとこでしたよね。だけど、ここ10年 ぐらいは目まぐるしく、とくにここ5年 ぐら

いはいろいろな問題が多発ですね。高齢者が増えたってこともありますね。ひとり暮らしが増え

てってい うことね」。「女性の場合、子 どもたちと一緒にいたけれ ども、まあいろいろと折 り合い

が悪 くて自分だけこちらに移ってきたとか。広い個人住宅にいたけれども、子どもも出ていった

ので、また夫も亡 くなったので、集合住宅に移ってきて、ひとり暮らしをしているとか」。「地域

でも、入居の最初のうちは家族同士でつきあうとか、なんかいろいろとそ うい う雰囲気があった

んで しょうけど、だんだんいろんな人が増えて くると、閉鎖的になってきますよね。この家族の

中に、あんまり他人を入れないとか」。「どこへ住んでも、 自分が隣のことなんか知 らんわ って

やってれば、お互いがそ うなっちゃいますけど、やっぱ り自分からお隣さん大事だわって気持ち

で接すれば、人間同士だから伝わってい くと思 うんですね」。

自分たちのき ょうだいなどとの交流:妻 のきょうだいは3人 とも健在であり、 自分が長女で、

下の3人 が男である。男きょうだいたちは、すでに定年退職をして名古屋市内で暮らしている。

一番上の弟のほ うは、子ども(姪)が 小学校1年 生のときに妻を亡くしているので、 よく手伝い

に通 った。いまでも、その弟のところには毎月のように行っている。その姪や2番 目の弟の娘は、

華道を習いに、毎月自宅に通ってきてお り、子育ての相談を受けたりして交流が盛んである。ま

た、ニュータウンに入居 したころから8年 間、その弟のところに実母が寝たきりとなっていたの

で、毎週1晩 泊ま りで介護に行っていた。毎年きょうだいとその家族で集まって、両親の墓 まい

りに行った りもしている。夫のほうはきょうだいもなく、その他の親戚との交流もまった くない。

夫婦関係や高齢期のあり方:子 どもがいないこともあるが、夫婦のコミュニケーションは頻繁

におこなわれている。妻によれば、「皆さんね、夫が定年になっちゃって、うちにいても話すこと

がないだとか、それは全然ない うちはないですね。だから私、ふっと思 うのは、まず どうかす る

とご飯を食べた後でしゃべってて、夫が 『おまえと話しとったら明日の朝になる。寝 るぞ』なん

て言 うときあるんですね。だから、何と決めて会話するわけ じゃないですけど、まあ野球、なん
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かあると野球ばか りの話 しだから。老後に、ふた りで漫才みたいなときがあ りまして」。「私 ども、

もともと子 どもがいないもんですから、常にふた りで対話してきて、そ うい うスタイルがもうで

きちゃっているから。子 どもがいた人のように、老後にあらためて意識いなくていいんです。だ

から、結局、『子 どもがいなくて寂 しいでしょう』とかおっしゃるけ ど、まあ言葉の うえでは 『そ

うね』とか言 うけ ど、それはやっぱ り、持っていたものがな くなったときの寂 しさだと思 うのね。

もともと持っていないのに、わからないですよね」。「夫に意識 して気をつかうこともないですね。

夫も定年になってからね。いままで知らなかった私の個人的なお友達 とのつながりとかつきあい

も、オープンだから、 よく逆に、いままで会社勤めでわからなか ったのが、 より私 のことがわ

かってきたと思 うんですよね。で、もう、お友達 との電話でのや りとりでも、たまに怒ったよう

なことを言ってみた りでも、全部聞いているもんですから、私の性格 も、外へ向かっている性格

もみんなわかっちゃってる」。

夫は、定年後の夫婦のあ り方について、つぎのように述べている。「定年までは、家庭 じゃな く

て、外のことをやっとったわけです。平 日は仕事、休 日は自治会。定年 してから、自分が退屈せ

んように何をしようと考えたんです。妻は、花を教えた り民生委員をしたりで、外のことを して

いるので、じゃあ、僕が家庭をみようと。家庭のなかのことをや ってみようとい うことで、それ

まで外のことをや ったから中をやろうと切 り替えると、お茶入れか ら、掃除、洗濯、買い物、植

木、退屈なんてもんじゃない。主は家庭で、外の自治会活動は続けています」。「戸棚のものをい

じると、妻はどこにいったかわ らなくて探すってこともあるけ ど。それで、お互いの気持ちがわ

かるようになった よ。それがなきゃ、やらんわね」。

(Ｂさん夫婦 ：夫婦のみの暮らし、夫72歳 ・妻82歳)

夫婦のプロフィール ：どちらも名古屋市出身で、夫は72歳 、妻は82歳 である。夫のほ うは、働

きながら名古屋市内の新制高校の夜間部を卒業 して、同市で家業の青果業に就 き、1958年 に結婚

して独立 し店をもち、81年 に椎間板ヘルニアのために廃業 ・隠退 して高蔵寺ニュータウンの一戸

建てに住むことになる。隠退後は、年金と預貯金で暮らしている。父親は61年 、母親は75年 に、

それぞれ亡 くなっている。妻の詳しい経歴はわからない。子どもはいない。

入居当初と現在の地域の状況 ：名古屋市の中心部から移ってきた当初は、最果ての陸の孤島に

来たように思えた。近所には、同時期に新 しく移ってきた家が3軒 あ り、またニュータウンがで

きる前の村に5、6軒 の家があった。しばらくの間は、名古屋市内で買いだめをして暮らしてい

た。 自然が残 っていたので、夫婦 ともに健康状態はよくなっている。名古屋での友人や知人 との

つきあいが入居後の5、6年 ほど続いていたが、来る人もしだいになくなり、近所の人びととの

交流が中心になってい く。入居後2、3年 で夫婦 ともに、東部市民センターでおこなわれる歴史

的な文献を読む講座に通いだして、友人ができるようになった。 しか し夫のほ うは、1986年 に民

生委員になってからは、講座から遠ざか り、そちらの仕事が中心になる。ほとんどが一戸建てに

住んでいる地域のためもあり、家庭外に対 して閉鎖的な傾向が強 くみられる。夫婦に子どもがい
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ないことから、子どもを通 じたつなが りがなく、近所とのつきあいはスムーズにはいかなかった

ようである。妻は、「やは り(近 所の)奥 様が、どうしてもお嫁さんのことを取 り上げ られ るの

で、私にはわからないしね。知 らんままに聞いてもわからないし、あんまり聞いていいのか悪い

のかと思って … 。で、お嫁 さんとも親 しくします し、奥様 とも親 しくすると、聞いているの

がいやなのよね、気が重 くなって くるのよね」 と述べている。

また夫 も、「それはありますね。どうしても、家族のこと、親子関係のこと、子 どもさんに関す

る話題が多いですね。そ うい うことになると、われわれの入る余地がないっていう… 」 と述

べている。地域でのつきあいについても、夫はつぎのように述べている。「町内会長を しましたこ

ろは、まだ初期(1982年)で 、人家も少のうございまして、それ こそ和気藹々 とおこなっていた

とい う記憶もありますが、いまとは全然違いますね。いまはひ じょうに難 しい面を抱えていて、

町内会長さんも大分困っているようですけど、ほんとうに、いまの役員さんと会って話 しても、

あのころはよかったね、 となんだかおか しな話 しですけれど。あのころは、自宅に集まってもら

い、一緒にご飯も食べられて。いまはそんなこともう絶対にできないですね。 うちはいまでも、

どなたがいらしても、上がってという風にしているもんでね」。

地域における家族の状況 ：夫によれば、「周 りのご家庭は、確かにたいへんな面 もあるんです

けど、まあ全体的にみて、 うまくいっているん じゃないですか。親子関係と言いますか、そ うい

うこともいろいろとよく聞いた り見た りするんですが。べつに、まあそれほど深刻な問題はない

みたいですね。そこに介在するのはやっぱ り、子はカスガイと言いますか、それぞれのご家庭が

うまくやっていらっしゃるみたいです。そ うなると、われわれの入る余地がないとい うことです

ね。興味と対象が違ってきますからね。せいぜい子どもさんの自慢話 くらいですね」である。

地域活動や社会活動 ：現在でも、夫は地域活動に熱心である。「コミュニティにも関わ りまし

たし、社会福祉協議会が地区で独立 して、2、3年 前から小学校単位でつ くろ うとしています。

これからは、地域のことは地域でやっていかなきゃいけません」。「まあ漫然とした活動ではいか

んもんですから、市の社協の勧めもあって、ふれあい事業 とい う形で、助成金をもらってふれあ

い事業をやってるんです。あとは、単発的な一般的なことを集めた会費のなかで関連 したことを

やっているだけですけれども。 目指すところは、介護予防ですね。高齢者の引きこもりを何 とか

解消しようと、テ レビの番を している人たちを引っ張 り出そ うってい うのが1つ の眼目で。40代

以上の方にはご協力いただいています」。「どちらかと言えば、後から来られた、呼びよせられて

来られた高齢者の方のほ うが どちらかとい うと、引っ込みがちですね。ひとり暮 らしの方のほう

が、ひじょうに積極的、む しろ、もう1つ 飛び越えて、もっとも積極的なのが、ひとり暮 らしの

方。また、女性のほ うが積極的ですね。しかし、奥さんが旦那 さんをつれてくることはないです。

やはり夫のプライ ドが相当に強いのではないかと思います。男性 のほ うが引きこもりがちです

ね」。「まず、皆さんと一度、会話をしてみませんか、井戸端会議みたいなことをや りませんか、

と。その間に若い人たちが、町内の若い奥さんたちがお手伝いをして くれるので、体操をや った

り、歌を歌ってみませんか、という。知 った人が出れば、一緒に行こうか、というのが多いです
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ね」。一度おいでになれば、けっこう楽 しんで帰ってゆかれまして、そうなれば、自分から楽 しみ

にしていただいている例もあります。 うちの地区社協では、ひだまり交流会と言ってお りますが、

老人会とはまた違 うかたちで、協力委員 さんを募集してや ってます」。

自分たちのき ょうだいなどとの交流 ：妻は、11人 きょうだいの一番末子で、唯一の女性である。

上の兄たちは戦争で亡 くなってお り、名古屋市の老人施設に99歳 になる兄がひとりだけ健在であ

る。きょうだいたちの甥や姪 とは、盛んに交流をしてお り、 よく自宅にも訪ねてきて くれる。そ

の兄の甥 とは、一緒に見舞いに行 った り電話で連絡を とりあった りしている。兄自身は、いまで

も元気で、書道をした りしている。夫のほうは、7人 きょうだいあったが、いまでは3人 健在で

ある。夫自身は、下から2番 目で4男 にあたる。夫によれば、「最後の妹が名古屋にお ります もん

で、そことはよく交流 してるんですが、上の姉はちょっと遠いところにいますので、もう耳も遠

くて電話 もうまく意味が通 らんということでちょっと足が遠のいているんですけれ ども、まあ他

のきょうだいの子 どもたちとは今はあまり交流ないですね。やは り近いこともあって、名古屋の

妹やその家族 とはよくつきあっています」である。

夫婦関係や高齢期のあ り方 ：夫婦はそれほど話しをしないが、それによってうまく保たれてい

るとしている。妻は、「話 しくらいは、日常のことをいろいろ相談した りいろいろしますけれ ど、

何か腹がたつときなんかあっても、全然相手にならない。私の場合はしょうがないね。けんかす

る相手がな くて … 。わ りと趣味がよく似ているから、そういう話 しをすると2人 が一生懸命

になっちゃって。なんでもわ りに、つまらないことが好きなことがありまして。私は、何でも取

り込んで、すぐに興味がわいちゃうから、その点 もあるかもしれないけど。取 り込んでいっちゃ

う。 こんな楽 しいことがあるんだって。それはけんかする暇もないん じゃないですかね。ある程

度、折れてついていかないかんとい うことですね」、夫は 「こちら(妻)は 文学系が好きで、私は

むしろ美術工芸の方が好きなもので。美術館な どには、一緒に行っています。私は、椎間板ヘル

ニアになったことから、矯正に良いというので、能を勧められまして。筋肉が強 くなって、ヘル

ニアも知 らず知 らずに治 りました」、とそれぞれに述べている。

(Ｃさん夫婦 ：夫婦のみの暮らし、夫68歳 ・妻67歳)

夫婦のプロフィール ：夫は滋賀県出身で68歳 であ り、妻は名古屋市出身で67歳 である。夫のほ

うは、教員をしていた父親が35歳 でな くなったので、苦学生 として大学を卒業 して、名古屋のテ

レビ局に勤めて1993年 に定年退職している。61年 に結婚 して名古屋市に住んでいたが、69年 に高

蔵寺ニュータウンの集合住宅に移 り、さらに81年 に一戸建てを購入 して転居した。83年 に夫の母

親が亡 くなるまで、同居 していた。娘が2人 いて、長女は95年 に就職と同時に名古屋市に移って

いる。次女は同居 している。どちらも、未婚である。

入居当初と現在の地域の状況 ：高蔵寺ニュータウンの集合住宅に引っ越してきた当時は、買い

物などの生活に苦労した。生活に慣れてきて、ニュータウンのなかにも商店が増加しだしたころ

に一戸建てに移 り住んだので、それ以後は不便はなかった。集合住宅のころには自治活動も盛ん
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であったが、一戸建てになってからは、地域活動は不活発である。夫は、いま社会福祉協議会に

かかわってコミュニティづ くりに参加 している。老人会 も、む しろ20年 ぐらい前までは、60歳 代

が中心とい うこともあ り、歩 こう会やハイキングなどをして、その活動は比較的盛んであったが、

最近は入会する人が減少 している。社協がやらなければ、 リーダーのな り手がいないので、困っ

ている状態である。

地域活動や社会活動 ：夫のほ うは、Bさ んと同 じように介護予防運動にも参加 している。「介

護予防で、老人会に入っていない人をどうやって引っぱ りだしてくるかが問題です。私 どもは、

70歳以上の人に無理や りお迎えに行きますよって連れて くる。老人会で、毎月2回 は何かイベン

トを していますから。たまたま老人会のイベントを共催するように しています と、いままで老人

会に入っていなかった人が出てきて、近所の人が老人会に入っていることを知る。そ してその人

と話 しをする。それで、私 も入ろうかなと言って、老人会に入ってくる。そ ういうのが去年から、

すごく増えている。ですから、全域に70歳 以上で老人会に入っていない人にお手紙を出していま

す」。また妻は、「隣の人は、三世代同居をしていますが、息子夫婦が共働きで家にいないので、

そのおばあさんは留守番で家を出るわけにいかんと言っていましたよ。そこで、たまたま引っぱ

り出されて老人会の会合に出席 したのです。近所の知 り合いの人が老人会に入っているというの

を聞いて、彼女も入ったのです。わたしたちの世代は、嫁は姑 と同居 しますよね、それで嫁は子

どもの世話とか家事なんかをして家にいなければいけないという意識があるんですね。それで、

この彼女の場合でも自分が留守番をしなければいけないという意識があると思うんです。それで

もこのごろお医者さんに行った帰 りにそこの喫茶店でみんなとお茶を飲んできたわとかいって喜

んでみえるんです。だからそうい う風に外に出るということはそこでお友達ができるんですよ。

このごろお医者さんでお友達ができるみたいで喜んでみえますよ」、「私のところの場合は夫の母

が55歳 まで働いていて、私たちが結婚 したら母が出るのが好きな人だったんで、私に 『あなたは

うちにいってください、私は外に出てきます』ということを言われました。引っ越 してから母は

緑会という老人会でとても活躍 しまして、名古屋の教会には日曜日、婦人会に金曜 日行 くんです

けどね。私の名古屋の実家に両親がいましたので、そこに泊 まるんです よね。そんな風 に母 は

しょっちゅう外に出て行きました。近所の人におばあさんはお勤めですかと聞かれた こともあり

ます。80歳 になってもひとりで外に出歩いていました。学校の先生で したから活動的なんです

ね」 と述べている。

自分たちの子やきょうだいなどとの交流:夫 のほうは、3人 きょうだいで、姉はすでに亡 く

なっており、弟が愛知県内にいるが、年に1回 ぐらい会 うか どうかとい うように交流はあまりな

い。「弟とは、交流はなかったですね。弟は自由業ですから勤務時間がわかんないんですよね。私

は釣 りが好きで近 くまでよく行 くんです。その帰 りに よることがあ りました。むこうからこちら

に くることはないです よ。弟の2人 の息子とも、結婚式で会って以来ですね」。「私は母子家庭で

したので、周 りの人に頼っていかなければならない。それで、叔父さん叔母さんにはお世話にな

りました。就職活動で横浜にいったとき、泊めてもらった り、そうい うことがあって、私が叔父
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さん叔母 さんの家をたずねることが多かったので、叔父さん叔母さんの家族が うちに訪ねて くる

ことが多いですね」。

妻のほ うは、きょうだいとの交流が盛んである。11人 きょうだいの6女 であったが、現在は上

の うち3人 が亡 くなって、女きょうだい5人 はそろって健在 となっている。上の姉にあたる次女

78歳 、4女72歳 、5女69歳 とのつながりは強 く、今年は一緒に3泊5日 の国内旅行を3回 してい

る。夫によれば、「今年は、私が運転手として高山、城崎の2回 について行っています。自分もそ

うだが、妻のほうも男同士のつきあいはあまりないん じゃないでしょうか。女同士のつきあいは

よくあるんですが。 うちの弟は生涯現役で、弟夫婦だけで旅行に行っているらしいです。逆に う

ちの女房は私 と2人 だけでは行きた くないと。お姉さんたちと一緒だから行 くと。2女 と5女 は

夫を亡 くしています。私も、む しろ妻のほうのきょうだいの甥や姪とはつきあいがあ ります。妻

の一番上の兄の息子は、私のテレビ局でアルバイ トをしていましたよ。こちらから訪ねてい くこ

とはありませんがね」としている。いっぽ う妻によれば、「男きょうだいの場合、奥 さん同士違和

感があるみたいですね。一番上 と2番 目の兄たちが一緒に仕事をしていたんですよ。それで2番

目の兄がなくなったんです。その後、奥さん同士の交流は疎遠にな りました」である。

夫婦関係や高齢期のあ り方 ：夫は、「僕は、早 くに父親は亡くなって母子家庭だから、いまで も

ひとりで何が何でも生きていかなければならないと思っている。でも、男はたいてい退職 した後、

奥さんべったりでないと、生きていけないん じゃないですか。男は、ますます孤立化 している。

個人化 しているけど、高齢になるとそ うい うわけにはいかないでしょう」、また妻は、「私たちの

世代は、きょうだいが多いので人間的に強いですね。ちょっとやそっとのことじゃ、怖 じ気づか

ないですね。子 どもが少ないと、親が過保護になって しまいます」と述べている。

(2)知 見の整理

以上の個別面接調査の結果から得られた知見について、つぎに整理しておきたい。

① 集団面接のなかにも示されていたように、子のいない夫婦は地域に対して開放的であり、

ボランティア活動や文化活動などを活発におこなっていること。子のいないほうが高齢期の

夫婦関 係を比較的スムーズにすすめられること。また、その場合には、きょうだいや甥 ・姪

との交流 も盛んであること。

② 高齢の夫婦関係の課題 として、夫がいかに自分なりの生活を定年退職後に見つけだすのか

とい うことが、あらためて浮かびあがってきていること。会社から、家庭や地域へいかに眼

を向けて、退職後の生活を再構築するかが、夫婦関係を再構築するときにも重要な問題 とな

ること。その場合には、会社生活のなかで適応 してきた自分の役職、仕事、学歴などからい

かに脱却できるかがカギとなること。

③ いわゆる呼びよせ高齢者の場合には、同居 した家族 とは合わないために、集合住宅でひと

り暮 らしを選ぶ事例がみられること。 しかしながら、そうしたひ とり暮らし高齢者が引きこ

もっているとは限らず、地域活動などに積極的に参加しているケースも少なからずあること。
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④ 女きょうだいは、男きょうだいに比べて交流が活発であること。これは、夫婦関係にも少

なか らず影響をおよぼすものであること。

⑤ とくに女性にとっては、家族のなかでの役割に基づいた行動だけでな く、家庭外での社会

活動が生きるための活力をあたえること。

4高 齢期家族コミュニケーション研究にむけて

現在のニュータウンに居住する高齢者の暮らしは、またその家族 ・親族 コミュニケーションの

あ り方 も、都市部の膨大な高齢者予備軍である団塊の世代(第 一次ベビーブーム世代)の 指針あ

るいは模範となるであろ う。モデルのない高齢期家族の視点から考えると、今回の3例 の面接調

査による予備的な研究の結果を基礎データとして位置づけながら、さきの知見を 「問題の発見」

としてとらえて、さらに家族 ・親族 コミュニケーションの調査研究を追究 していくことが重要 と

なる。とくに、今回は既婚子と同居 している高齢者、ならびにひとり暮 らしの高齢者について面

接調査がおこなえなかったことは、今後の大きな課題 として残されている。いっぽう、今回の調

査研究は、高齢期の家族再構築の課題 として夫婦関係やきょうだい関係におけるジェンダーの視

点が重要であることも示唆していると言えるであろう。
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